水木しげる 


おれはその a » 腹もへつて 
いたし#げんも憑かつた 
たしかにおれが先に注交 
したは f のボタモチを 二 
一11人の*助が先に食べてし 
まつたのだ…： . 
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三人期 

たのんだんだ 
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俺はムカムカツ t # た 
ね 

ぼたもち%期待して_ 
液はすでに腹の中に 
もたついていたからだ 
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ぼたもちをまたうばわ 
れやしないかという® t » 心 
は壮絶なひ f 曾となつて 
俺の口をついて出た//: 


支那の孔子や金子といぅ 
偉い人も食物やお金のこと 
でいい争いをするのは*!':人 
ではないと教えている俺 
はなるべく lalBJ の趣旨 
に逆らうまいとした(それ 
が幽醻のインテリの常識と 
いうやつだつた) 



しかし生理的に空腹の不快 
惑は耐えられなかつた 
そこへ第三回 S のぼたもち 
が現われた 
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满腹の人間には理解しか 
ねるはげしいぼたもち 
のうばいあいは口の中に 
一つも入らないままに大 
地にたたきつけられてし 
まつた 


それはゴミ箱でサバの» 

をとりあいす S 犬と猶(7) 
目つ きと 两じだつた 
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編: 


俺ア • 助の耳を切つたこ 
とがくやまれてならない 


生#とし生けるものの«1 
えの苦しみは m じこと で 
はないか…… 
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